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令和6年4月26日～29日に勤修された、築地本願寺親鸞聖人ご誕生850
年・立教開宗800年慶讃法要に龍念寺の団体参拝としてご参加くださ
りました皆さま、ありがとうございました。
この度のご法要は「50年に一度」の記念すべきご法要でした。生きて
いるうちに何度も遇えるご法要ではございません。私も今年で37歳に
なりますが、次のご法要がお勤まりになる50年後は87歳。またお参
りできるといいですね。
今年の1月16日（親鸞聖人のご命日）に第三子となる男の子が産まれ
ました。この度のご法要を親子孫の三代でお参りできるかと楽しみに
誇らしく思っておりましたが、父の体調がすぐれず残念ながら叶いま
せんでした。父は5月10日に74歳をもって往生させていただきました。
父との今生での別れは寂しいものですが、寂しいだけでは終わらせな
いと阿弥陀様がおはたらきくださっています。生身の肉体を通して会
うことはもうできませんが、お念仏の声と共に仏さまとしていつでも
見守ってくれていると思うと、むしろ力強く頼もしく思います。これ
も浄土真宗のみ教えを聞かせていただく中にあるからこそ開けてくる
気持ちだと思います。悲しんでばかりもいられません。次の50年まで
住職として龍念寺の護持発展、ご門徒の皆さまのために精一杯努めた
いと思います。
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浄土真宗には初参式法要というご法要があるのをご存じでしょうか。
初参式（しょさんしき）と読み、このご法要は子どもが生まれて初め
て子どもがお寺にお参りし、阿弥陀様にご挨拶をする「お祝い」のご
法要です。神社で行うお宮参りの方が一般的には浸透しているかもし
れませんが、実はお寺でも同じような行事があるのです。
令和6年4月13日、長男の初参式を龍念寺の本堂でお勤めいたしました。
黒羽の人見カメラさんに出張撮影いただいて家族で記念撮影もいたし
ました。
いわゆる「家族写真」を初めて撮ったように思います。お子さん、お
孫さんがお生まれになられた方がいらっしゃいましたら、ぜひお声が
けください。素敵な記念になると思います。

新住職とならせていただき、慌ただしく時間
が過ぎていきます。6月21日、11時から前住
職の門徒葬が執り行なわれます。栃木北組
（県北の浄土真宗のお寺10カ寺）のご住職様
方にご出仕いただきます。ぜひお参りいただ
けたらと思います。ご門徒の皆さまには諸般
お力添えをいただき、大変ありがたく存じま
す。

さて、今回大慌てで作成した寺報となりまし
た。完成度は大目に見て頂けたらと思います
……。(汗)
引き続き精進いたします。合掌
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編集後記
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